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３要旨

 受胎を左右する要因には、受精卵の品質、移植技術および受卵牛の子宮内環境等が上げられ
る。今回、各家畜保健衛生所から報告のあった実績報告書より要因の解析を行った。 
 
 調査対象農家は、県内の牛受精卵移植実施酪農家および肉用牛繁殖農家で、調査期間および件
数は、平成4年度から平成11年度の8ヶ年に移植された1,021例である。調査項目は、移植年度、地
域、移植月、受精卵日齢(7日目,8日目)、移植個数(1個、2個)、受精卵ステージ、耐凍剤種類(グリセ
ロール、エチレングリコール(EG))、移植方法(ステップワイズ法、直接移植法、EG除去法)、受卵牛の
品種(黒毛和種、ホルスタイン種)、受卵牛産歴(未経産、経産)、飼養農家別、移植技術者(獣医師、
人工授精師)で12項目である。解析方法には、カイ二乗検定および最小二乗分散分析法(LSMLMW)
を用いた。 
 
 幾つかの要因とその受胎との関連性について検討した結果、 

（１）  胚の日齢差による受胎との関係においては、8日齢より7日齢で有意に高い値を示した(P<0.01)。

（２）  年度別の比較では、平成4、7年度より8年度以降で有意に高い値を示した(P<0.05)。

（３）  移植方法別には、統計的な有意差は認められなかった。

（４）  受卵牛の品種および産歴別、移植個数別、飼養農家別および移植技術者間についても差は認め
られなかった。

 このことにより、1.8M-EGで凍結保存された受精卵を直接移植する場合、受精卵側の要因として、
受精卵日齢が8日齢より7日齢で受胎率が有意に高いことが示された。一方飼養農家別および移植
技術者間で統計的に有意差は認められなかったが、1農家を1項目として分析を行ったので、今後は
同一農家内の個々牛の詳細な分析が必要であると思われた。
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